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油谷町民憲章

自然を愛し、環境を整え、町を美しくします
互いに助けあい、思いやりと。

心のふれあいを大切にします
ひとに迷惑をかけず、

きまりを守り、言動に責任をもちます
勤労を尊び、仕事に誇りをもって励みます、
心身ともに健康で、明るい家庭をつくります

豊穣の秋
収穫を感謝して、各地で秋まつりが盛大

に行われました。（10月11日　宇津賀貴布禰神社）



納
め
ま
し
た
か国民

年
金

一
〇
月
、一
一
月
が
山
口
県
国
民

年
金
保
険
料
納
付
促
進
月
間
で
す
。

保
険
料
の
未
納
が
あ
る
た
め
に

障
害
・
遺
族
に
な
っ
た
と
き
、
年

金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、

六
五
歳
に
な
っ
て
も
年
金
が
減
額

さ
れ
た
り
し
ま
す
。
未
納
期
間
の

あ
る
人
は
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。

町
で
は
こ
の
期
間
中
に
、
国
民

年
金
手
帳
の
再
交
付
、
年
金
相
談

を
行
い
ま
す
。
年
金
手
帳
は
、
老

齢
・
障
害
・
遺
族
年
金
な
ど
の
請

求
に
必
要
で
す
の
で
持
っ
て
い
な

い
人
は
再
交
付
の
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
過
年
度
に
未
納

免
除
の
あ
る
人
、
六
五
歳
ま
で
任

意
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
よ
り
多
く
の
年
金
を
受

け
る
た
め
に
も
役
場
福
祉
係
ま
で

相
談
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
次
の
と
お
り
萩
社
会
保
険

事
務
所
の
係
員
に
よ
る
年
金
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
な
お
当
日
は
個
人
の
納

付
記
録
照
会
も
し
ま
す
。

〈
日
時
▽
一
一
月
一
三
日
　
困

午
前
一
〇
時
～
午
後
三
時

〈
場
所
▽
大
浦
漁
協

〈
内
容
▽
国
民
年
金
、
厚
生
年
金

（
船
員
保
険
含
む
）
に
つ
い
て

国
民
年
金
老
齢
福
祉

年
金
証
書
の
交
付

老
齢
福
祉
年
金
証
書
を
次
の
日

程
・
場
所
に
よ
り
交
付
し
ま
す
の

で
、
各
該
当
者
は
、
印
鑑
（
老
齢

福
祉
年
金
証
書
に
押
印
し
て
あ
る

印
鑑
）
持
参
の
う
え
、
各
交
付
場

所
へ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

当
日
都
合
の
悪
い
方
は
、
後
日
役

場
住
民
課
福
祉
係
又
は
、
各
支
所

で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

日月 間時
1
1
月
1
1
日
㈹

午
前
9
時
か
ら

1
1
時
3
0
分
ま
で

交付場所 該当地区名
油 谷 農 協
伊 上 支 所

大字伊 上地区

掛　淵
極　楽　寺

大字蔵小田、角山地区
（上蔵、中畑を除く）

役　場
住　民　課

大字久富、新別名、
河原、 上蔵、中畑部落

役　場
宇津賀支所 大字津黄、後畑地区

役　場
向津具支所

大字向津具上、 下地区
（中ノ森、上の東を除く）

川 尻 漁 協
大字川尻地区
中ノ森、上の東部落

地区懇談会

が開かれます

町内

3 会場に分け

例年行われております町内
地区懇談会を、今年は、町内

三会場で行います。
町から町長をはじめ関係課

長等が出席し。みなさんより
テーマに添った、ご意見・ご
提言をうけたまわりたいと思
います。
開催の日程は次のとおりで
すので、多数の方の参加をお
願いします。
＜テーマ＞
地域の発展をめざして

＜日時＞
向津具地区【向津具公民館】

11月19日困午前9 時45分
（秋のおまつり広場開催日）
宇津賀地区【宇津賀集落セン
ター】
11月30日圜午前9時30分
（ふるさとまつり開催日）
菱海地区【役場】

12月3日困午前9時30分

わかちあう幸せ

共 同 募 金

一
〇
月
一
日
か
ら
始
っ
た
「
赤

い
羽
根
の
共
同
募
金
」
運
動
へ
み

な
さ
ん
か
ら
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
運
動
は
「
歳

末
た
す
け
あ
い
運
動
」
と
と
も
に

一
二
月
三
一
日
ま
で
続
け
ら
れ
ま

す
。
ど
う
か
「
わ
か
ち
あ
う
幸
せ
」

を
合
言
葉
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

税
を
知
る
週
間
が

始
ま
り
ま
す

一
一
月
一
一
日
㈹
か
ら
一
七
日

囲
ま
で
は
、
「
税
を
知
る
週
間
」

で
す
。
こ
の
週
間
に
は
、
全
国
の

税
務
署
や
民
間
団
体
に
よ
る
、
い

ろ
い
ろ
な
催
し
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
主
な
行
事
を
紹
介
し
ま
す
。

一
、
税
務
相
談

〈
日
時
▽

一
一
月
一
五
日
田
～
一
六
日
㈲

午
前
一
〇
時
～
午
後
四
時

〈
場
所
▽

長
門
市
長
門
プ
ラ
ザ
二
階
ロ
ビ
ー

ニ
、
法
人
等
の
年
末
調
整
説
明
会

〈
日
時
▽

一
一
月
二
七
日
困

午
前
一
〇
時
～
一
二
時

〈
場
所
▽

中
央
公
民
館

三
、
青
色
申
告
者
（
個
人
）
の
決

算
説
明
会
及
び
年
末
調
整
説
明

会
〈
日
時
▽

一
二
月
二
日
㈹

午
後
二
時
～
四
時

〈
場
所
▽

中
央
公
民
館
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藤
井
謙
二
さ
ん

文
部
大
臣
よ
り
表
彰

町
内
駅
通
り
藤
井
謙
二
さ
ん

（
七
三
歳
）
が
、
今
年
九
月
一
九

日
岩
手
県
盛
岡
市
岩
手
県
民
会
館

で
開
催
さ
れ
た
。
第
五
〇
回
全
国

学
校
歯
科
保
健
研
究
大
会
に
お
い

て
、
永
年
歯
科
校
医
と
し
て
歯
科

保
健
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
業
績
を

た
た
え
ら
れ
、
文
部
大
臣
表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

藤
井
さ
ん
は
、
現
在
文
洋
小
学

校
及
び
川
尻
小
学
校
の
歯
科
校
医

を
勤
め
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
今
回

の
受
賞
を
記
念
し
て
、
両
校
に
そ

れ
ぞ
れ
図
書
券
（
一
〇
万
円
）
を

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

垰
村
さ
ん
ら
五
個
人

一
団
体
を
表
彰

町
で
は
、
一
一
月
二
日
町
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
功
績
の

著
し
か
っ
た
五
人
の
み
な
さ
ん
と
一
団
体
を
次
の
と
お
り
表
彰
い
た
し

ま
す
。

と
こ
ろ
　
　
　
　
　
お
な
ま
え
　
　
　
　
　
こ
う
せ
き

上
津
黄
　
　
　
垰
　
村
　
　
勝
　
頼
　
　
　
林
業
振
興

大
浦
東
　
　
　
坂
　
野
　
　
伊
勢
治
　
　
　
社
会
教
育

駅
通
り
　
　
　
中
　
谷
　
　
新
　
正
　
　
　
特
産
振
興

川
尻
東
　
　
　
小
　
西
　
　
留
　
次
　
　
　
水
産
振
興

亀
　
田
　
　
　
窪
　
田
　
　
勝
　
美
　
　
　
畜
産
振
興

団
　
体
　
　
　
菱
海
中
学
校
生
徒
会
　
　
　
交
通
安
全

特
別
表
彰

昭
和
六
一
年
度
山
口
県
秋
季
体
育
大
会
高
校
ラ
グ
ビ
ー
優
勝

大
津
高
等
学
校
二
年
　
　
平
　
瀬
　
　
春
　
男
（
西
津
黄
）

第
三
一
回
全
国
高
校
軟
式
野
球
選
手
権
西
中
国
大
会
準
優
勝

大
津
高
等
学
校
三
年
　
　
増
　
田
　
　
兆
　
貢
（
伊
上
浦
）

栄養改善コーナー

変
り
和
風
コ
ロ
ッ
ケ

第
二
回
研
修
会

中
畑
　
山
本
フ
ジ
子

九
月
三
日
に
第
二
回
日
の
研
修
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

特
に
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
為
に
六
つ
の
基

礎
食
品
を
取
入
れ
塩
分
も
控
目
に
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
人
は
色
彩
を
食
べ
る
と
云
い
ま
す
が
作
っ
た

料
理
は
卵
の
黄
色
、
豆
腐
の
白
色
、
明
太
子
の
赤

色
、
胡
瓜
の
緑
色
と
暑
い
季
節
に
涼
感
を
誘
い
少

し
眺
め
て
お
き
た

い
様
な
栄
養
満
点

の
お
料
理
が
出
来

ま
し
た
。
そ
の
中

か
ら
変
り
和
風
コ

ロ
ッ
ケ
を
紹
介
し

ま
す
。

栄
養
改
善
推
進
協
議
会
テ
ー
マ

】」
緑
黄
色
野
菜
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

口
魚
食
料
理
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

国
成
人
病
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

Λ
作
り
方
▽

①
卵
は
と
き
ほ
ぐ
し
て
う
す
焼
卵
を
つ

く
る
。

②
じ
ゃ
が
芋
は
皮
を
む
い
て
、
四
～
六

つ
切
に
し
、
塩
少
々
を
加
え
た
中
で
ゆ

で
て
水
切
り
を
す
る
。
再
び
火
に
か
け

ゆ
す
っ
て
粉
吹
に
し
、
熱
い
う
ち
に
つ

ぶ
す
。

③
玉
葱
は
透
き
通
る
ま
で
弱
火
で
炒
め
、

鶏
ひ
き
肉
を
加
え
て
、
ポ
ロ
ポ
ロ
に
な
っ

た
ら
塩
こ
し
ょ
う
を
す
る
。

④
つ
ぶ
し
た
じ
ゃ
が
芋
に
③
を
加
え
て

よ
く
ね
り
バ
ッ
ト
に
広
げ
て
さ
ま
す
。

⑤
ま
な
板
の
土
に
う
す
焼
卵
を
広
げ
、

冷
ま
し
た
た
ね
を
の
せ
、
手
前
の
皮
を

か
ぶ
せ
、
右
の
皮
を
折
り
こ
ん
で
手
前

か
ら
ひ
と
巻
き
し
、
左
も
同
様
に
す
る
。

（
楊
枝
で
と
め
る
と
ま
と
め
や
す
い
）

⑥
衣
を
つ
け
て
油
で
揚
げ
る
。

⑦
皿
に
コ
ロ
ッ
ケ
を
盛
り
和
風
ソ
ー
ス

を
か
け
、
お
ろ
し
た
大
根
と
生
姜
、
パ

セ
リ
を
そ
え
る
。

八
材
料
▽
（
四
人
分
）

卵
　
四
コ
　
・
　
油

じ
ゃ
が
芋
　
二
〇
〇
ｇ

鶏
ミ
ン
チ
　
四
〇
ｇ

グ
リ
ン
ピ
ー
ス
　
ーＯ
ｇ

玉
葱
（
み
じ
ん
切
）
　一
〇
〇
ｇ

塩
・
こ
し
ょ
う
　
ふ
々

大
根
　
一
五
〇
ｇ
　
生
姜
　
二
〇
ｇ

衣

小
麦
粉
　
四
〇
ｇ

卵
　
一
コ
　
・
　
水
　
適
宜

揚
げ
油

和
風

ソ
ー
ス

し
ょ
う
ゆ
八
Ｃ
Ｃ
　
煮
だ

し
汁
四
〇
Ｃ
Ｃ
　
ウ
ス

タ
ー
ソ
ー
ス
ニ
Ｏ
Ｃ
Ｃ

パ
セ
リ
少
々
　

・
　
　（
楊
枝
）

郷
土
を
美
し
い
戻
り
と
花
に

県
土
を
緑
と
花
で
つ
つ
む

「
2
本
1
鉢
運
動
」
期
間
中

一
〇
月
一
日
～
一
一
月
三
〇
日

緑
豊
か
な
環
境
の
中
で
生
き
が

い
の
あ
る
快
適
な
生
活
を
営
む
こ

と
は
、
私
達
の
心
か
ら
の
願
い
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
私
達
一
人
ひ

と
り
が
緑
を
守
り
、
ふ
や
し
、
育

て
る
運
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
。



暮
ら
し
の情

報

長
門
警
察
署
よ
り

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
者
に
行
政
処
分

道
路
交
通
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
一
一
月
一
日
出
か
ら

一
般
道
路
に
お
い
て
も
、
運
転
者

及
び
助
手
席
の
同
乗
者
が
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
な
い
場
合
、

行
政
処
分
点
数
一
点
が
加
さ
れ
ま

す
。一

〇
月
一
四
日
現
在
、
県
内
の

交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
一
四
〇

人
の
内
訳
を
み
る
と
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
者
が
六
人
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
非
着
用
者
が
五
四
人
、
そ
の

内
、
着
用
し
て
い
た
ら
助
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
方
が
二
五
人
も
い
ま

し
た
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱
で
す
。

車
に
乗
っ
た
ら
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

長
門
地
区
消
防
本
部
よ
り

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
す

一
一
月
二
六
日
固
よ
り
一
二
月

二
日
㈹
ま
で
、
秋
の
全
国
火
災
予

防
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

昨
年
の
全
国
の
火
災
統
計
に
よ

る
と
、
一
般
住
宅
火
災
の
原
因
は
、

日
常
生
活
に
使
用
す
る
ス
ト
ー
ブ

や
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
か
ら
発
生
し

た
火
災
が
上
位
を
占
め
て
お
り
、

お
も
に
、
取
扱
い
不
慣
れ
や
点
検

整
備
不
良
に
よ
る
も
の
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
暖
房

器
具
を
使
用
す
る
季
節
を
迎
え
ま

す
が
、
使
用
前
に
は
必
ず
点
検
し

正
し
い
取
扱
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
消
防
署
で
は
「
初
期
消

火
の
知
識
」
を
身
に
つ
け
て
い
た

だ
く
た
め
の
防
火
講
演
会
を
開
き

ま
す
の
で
、
グ
ル
ー
プ
単
位
で
お

気
軽
に
お
中
込
み
く
だ
さ
い
。

長
門
市
駅
よ
り

時
刻
改
正
が
行
わ
れ
ま
す

国
鉄
で
は
、
一
一
月
一
日
出
よ

り
、
最
後
の
時
刻
改
正
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

〈
新
幹
線
▽

博
多
～
広
島
間

こ
だ
ま
号
（
六
両
編
成
）
大
増

発
〈
山
陰
本
線
▽

下
関
～
長
門
市
間
普
通
列
車

増
発
　
上
り
　
三
本

下
り
　
二
本

〈
美
祢
線
▽

快
速
列
車
を
普
通
列
車
に
変
更

文
化
祭
関
連
行
事
が
開
か
れ
ま
す

☆
芸
能
文
化
発
表
会

〈
日
時
▽

一
一
月
八
日
旧
午
後
一
時
二
〇

分
〈
場
所
▽

油
谷
小
学
校
体
育
館

な
お
、
煎
茶
会
が
、
芸
能
発
表

会
の
開
か
れ
て
い
る
時
に
油
谷
小

学
校
で
開
か
れ
ま
す
。

☆
文
化
講
演
会

〈
日
時
▽

一
一
月
一
四
日
閙
午
前
一
〇
時

〈
場
所
▽

中
央
公
民
館

〈
講
師
及
び
演
題
▽

山
口
新
聞
社
収
締
役

吉
倉
　
撰
　
先
生

「
日
本
経
済
と
世
界
情
勢
」

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
多
数
の

方
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

サバイバル入門 野外生活の知恵

親子で挑戦

野生動物に出会ったら 小動物に出会ったら
リス、ヤマネ、タヌキなどの小動物に出会うのは楽しい。い

いチャンスだから、驚かさないように観察しよう。
クマやイノシシに出会ったら
北海道のヒグマは別として、動物のほうから襲ってくること

はまずない。しかし、出合い頭にバッタリ出くわしたり、子連
れの動物のときは注意しよう。あわてて逃げると本能的に向かっ
てくることがある。そんなときは、けものの目をにらんで、ジ
リジリと後に下がっていこう。相手が目をそらしたら勝ちだ。
野犬に出会ったら
クマやイノシシと同じで、相手の目を見てジリジリと 下がろ

うＯ
けもの道の見分け方
野生動物が、水場に通ったり尾根を越えたりしているうち

に、自然と道らしくなってしまったのが「けもの道」。そん
な道に迷い込んでしまうと困ってしまう。
Ｌ上の図のように、人の道は人間が立って歩ける空間があい

ている。しかし、けもの道は、見通してみると人間の腰の下
くらいまで草や枝が茂っている。

人
の
道

け
も
の
道
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な かなか入ら んも んじ ゃの う

10月12日、第13同油谷町老人スポーツ大会が、

油 谷 小 学 校 屋 体 で 行 わ れ 、450 名 の 方 が 参 加 さ れ 、

心 地 よ い 汗 を 流 し ま し た 。

文

芸

油

谷

川

柳

会

軒
貸
し
て
や
お
ら
母
家
を
取
ら
れ

そ
う
　
　
　
　
　

小
浜
　
政
一

米
国
の
米
の
押
売
り
間
に
合
っ
て

る
　
　
　
　
　
　
　
平
川
　
三
照

油
　
谷
　
俳
　
壇

ふ
し
く
れ
し
手
に
酌
み
交
す
豊
の

秋
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
　
節
子

点
滴
の
視
界
に
遊
ぶ
秋
の
雲

片
倉
　
田
泉

秋
灯
に
一
字
を
探
す
辞
書
重
し

米
原
万
寿
子

落
鮎
を
焼
い
て
名
残
を
惜
し
み
け

り
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
　
隅
川

離
陸
し
て
た
ち
ま
ち
秋
の
雲
と
あ

り
　
　
　
　
　
　
　
大
谷
　
展
生

秋
の
雲
引
き
よ
せ
追
う
や
う
ろ
く

づ
は
　
　
　
　
　
　
黒
瀬
　
静
江

油

谷

短

歌

会

湯
あ
が
り
の
痩
躯
は
あ
わ
れ
長
月

の
満
月
光
に
ひ
と
ふ
り
の
刀

岡
田
　
次
郎

離
れ
住
む
子
ら
に
送
ら
む
と
烏
賊

を
干
す
妻
と
並
べ
る
青
竹
の
下

藤
岡
　
　
豊

う
ろ
こ
雲
広
ご
る
空
に
無
数
な
る

燕
飛
び
交
う
旅
立
ち
な
ら
む

岡
村
ツ
ユ
子
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万
一
に
備
え
て

一
〇
月
一
六
日
、
防
災
講
演
会
が
長
門
市
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
、
都
市
計
画
研
究
所
長
の
村
上
處
直
先
生
に
よ
る
「
火
災
現
場

に
学
ぶ
防
災
対
策
」
と
題
し
た
講
演
で
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
い

て
い
ま
し
た
。

も
っ
と
回
わ
れ

一
〇
月
一
二
日
、
ち
び
っ
こ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
勤
労
者
体

育
セ
ン
タ
ー
と
総
合
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
フ
ラ
フ
ー
プ
、
一

輪
車
な
ど
一
二
種
類
も
の
あ
そ
び
に
挑
戦
し
、
た
の
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

向 津具 成 人 学 級

向 津 具 公 民 館 で は 、 生 涯 学

習 の 一 環 と し て 、 各 種 学 級 講

座 を 開 設 し て お り ま す が 、 今

回 は 成 人 学 級 講 座 を 紹 介 し ま

す 。

創 作 学 習 と し て 、 赤 間 硯 の

製 作 を 企 画 し 、 会 員 を 募 り ま

し た と こ ろ 、 若 妻 か ら 高 齢 者

にいたる幅 広い多数の会員が集まりました。

赤間硯の製作には本場の楠町万倉から原石を取りよせ、講師も赤間硯工

芸士・下井百合昭先生の指導をいただき市価数万円の製作に挑戦しました。

会員 の中 には、原石を何枚 も購入された方 も多く、家族ぐるみで子供さ

んの創作教育 に力を 入れていただけることでしょう。

柚
子
浮
か
す
汁
ほ
の
ぼ
の
と
香
に

立
ち
て
幸
せ
確
か
む
夕
餉
の
時
を

木
村
　
節
子

砂
浜
に
埋
ら
ん
と
す
る
青
き
ビ
ン

水
泡
の
如
き
光
を
こ
ぼ
す

町
田
　
敏
夫

き
の
ふ
け
ふ
に
は
か
に
増
え
し
赤

と
ん
ぼ
火
の
粉
の
如
く
湖
上
を
乱

舞
す
　
　
　
　
　
　
上
永
　
政
雄
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11月のカレンダー
1 田

2 （日）
第16 回 油 谷 町 産業 祭・ 文化 祭　 体力 つ く り 体育 祭
（ 文 化 祭 は ～3 日 ま で ）8 : 30  ～ 〔中 央 公 民 館 ほか 〕

3　t月） （ 文 化 の 日）

4 因

5 困
イ ンフ ルエ ン ザ予 防 接 種　13 :  00～ 〔文 洋 小 学 校〕

14 :  10～ 〔立 石 保 育所 〕
年 金 出 張 相談 所 開 設　　　10 :  00～15 :  00 〔町 役 場〕

6 困
イ ン フル エ ン ザ 予防 接 種　14 :  00～15 :  00 〔伊 上小 学 校〕
1 歳6 ケ月 児 健康 診査　　13 : 30 ～14 : 30 〔中 央 公 民 館 〕

7 囹
インフルエンザ予防接種　14 :  00～〔菱海中学校〕

15 :  00～ 〔油 谷 中 学 校 〕
川 尻 地 区 定 例 健 康 相 談　　9 : 30 ～ 〔川 尻 漁村 セ ン タ ー〕

8　出 芸能 文 化 発 表 会 … 関 連 記 事P4　13: 20 ～〔油 谷小 学 校 体育 館 〕

9 （日）

10( 月)
イ ン フ ル エ ン ザ予 防 接 種　13 :  00～ 〔大 平小 学 校〕13 : 30 ～ 〔蔵
小 田 保育 所 〕　宇 津 賀 地 区 定 例 健康 相談　9 : 30 ～11 : 30 〔宇 津
賀集落センター〕　　第4回臨時町議会　9 : 00～〔議場〕

11 因
イ ン フ ルエ ン ザ予防 接 種　13 : 30 ～ 〔菱 海保 育 所〕

14 : 00 ～ 〔油 谷小 学 校〕

12 團
イ ン フル エ ン ザ予 防 接 種　14 :  00～ 〔 大浦 保 育 所 〕

14 :  30～ 〔向 津 具小 学 校〕

13 困 合 同 相談 所 開設 … … 関 連 記 事P5 10 : 00 ～15 :  00 〔 中央 公 民 館 〕

14 囹
イ ン フ ル エ ン ザ 予防 接 種　13 : 00 ～ 〔川 尻 小 学 校 〕
文化 講 演会 … … 関 連 記 事P4　10: 00 ～ 〔中 央 公 民 館〕

15 出 第10 回町 民 マラソン大 会 … 関連 記 事P5　13 : 00 ～ 〔人 丸 家 畜 市 場〕

16( 日)

17 囲

18 ㈹

19 困 向津具地区秋のおまつり広場　9 : 00～〔向津具公民館〕
向津具地区懇談会… 関連記事P2　9 : 45～11: 15 〔 / / 　〕

20 困 向津具地区定例健康相談　9 : 30～口: 30〔向津具公民館〕

21 囹

22 田

23( 日) ．（ 勤 労 感 謝 の 日）

24( 月) （ 振 替 休 日）

25 ㈹

26 困

27 困

28 囹

29 田 第31回町民駅伝大会… 関連記事P513: 00～〔大浦保育所スタート

30( 日)
第7 回 字 津 賀 地 区 ふ る さ と祭 り　9 : 00 ～ 〔宇 津 賀 集落 セ ンタ ー〕
宇津賀地区懇談会… 関連記事P2 9: 30～11: 00〔　　〃　　　〕

12 / 1(月)

2 因

3 困
インフルエンザ予防接種　13：00〔文洋小学校〕14 :  1O〔立石保育所]
菱 海 地区 懇 談 会･‥ 関 連 記 事P2　9: 30 ～11: 00〔役 場3 Ｆ 会 議 室 〕

4 困 イ ン フル エ ンザ 予防 接 種　14 :  00～ 〔伊 上小 学 校〕

5 囹
イ ンフ ル エ ンザ 予防 接種　14 :  00～ 〔 菱海 中学 校 〕

15 :  00～ 〔 油谷 中 学 校 〕

11月 の
休　日
在宅医

2 日

3 日
文化の日

9 日

16 日

23 日
勤労
感謝
の日24日
振
替休 日

30日

高 木 小 児 科 医 院（長門市）
斉　 木　 病　 院（長門市）
藤　 成　 医　 院（油谷町）
長　 門　 病　 院（長門市）
持山 外　　　 科

整 形 外 科 医院（長門市 ）
木　 村　 病　 院（油谷町 ）
桑　 原　 医　 院（ 三隅町 ）
岡　　田　　病　 院（ 長門市 ）
木 下 皮 膚 科 医 院（ 長門市）
斉　 木　 病　 院（ 長門市 ）
椋　　木　 医　 院（ 日置町）
長　　門　 病　 院（ 長門市 ）
斉　　藤　 医　　院（ 長門 市）
木　 村　 病　 院（ 油谷町）

急きょ変更があるかもしれませんの
で、消防署（℡油谷2 － 1599)で確
認してください。

わ が町 の 人 口

昭 和61 年11 月1 日 現 在（ 前 年 対 比 ）

人　 口　10, 745 人( - 164 人 ）

男　　5, 048 人 （ －89 人 ）

女　　5, 697 人( -  75 人 ）

世帯 数　3, 273 戸 （ －　3 戸 ）
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